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「保守」の概要6-1

『保守』は単価や原価、工事項目や明細項目、テンプレートなどを登録した「マスターデータ」を登録・編集

する場所です。【見積作成画面】からも見積書を作成しながら明細項目の追加や、テンプレートの登録はでき

ますが、修正や初期設定などの詳細な編集作業についてはここから行います。

上部【保守】タブをクリックすると、

「マスター保守」ウィンドウが開きます。

上部メニュータブから各種設定に入ります。

 【保守画面】では「元に戻す」ができません。

  もし間違って登録した場合は、保存をせずに一旦閉じて、再度【保守画面】を開いて登録し直してください。

   POINT
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見積書の大項目となる「工事名」を編集します。

上部メニュー〈工事データ〉を開くと、工事名の一覧が表示されます。

Code

工事項目に振られた番号。行追加をすると、自動的に振られます。（書き換え不可）

表示順序

【保守画面】〈工事データ〉タブでの工事名の並びや、【見積作成画面】プルダウン内の表示順序を設定します。

工事名

ダブルクリックで編集ができます。ただし、編集に関しては 基本的に同じ内容の工事名称を変更する程度で、

Code を入れ替える等はしないでください。

工事コード　

「Code」とは異なります。基幹システムと連動する場合は、自社の工事コードをここに入力します。

数字で入力してください。アルファベット、日本語は不可。

このコードを設定する際のルールは特にありません。

　  工事名称の変更

変更したい「工事名」でダブルクリックして直接入力します。

※ Code「0」の行には記入しないでください。

　  工事名の追加

「行追加」から行います。

※一番最後の行に空白行が追加されます。

　  工事名の削除

削除したい工事名を選択して「行削除」をクリックします。

※複数行を削除したい場合は、ドラッグや「Shift」「Ctrl」を

　押しながら明細項目をクリックすると、まとめて選択できます。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

工事名の設定〈工事データ〉6-2

各項目の詳細

基本操作

1

2 31  

2

3
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6-3 明細項目の設定〈明細データ〉

見積書の内訳の最小単位である『明細項目』の一覧です。ここでは追加・編集・削除のすべての作業を行う

ことができます。【見積作成画面】から見積書を作成しながら追加・変更をすることも可能ですが、削除に

ついてはここから行います。

上部メニュー〈明細データ〉を開くと、明細名の一覧が表示されます。

	

														            

						    

Lv

設定不要。自動的に「99」が表記されます。

Code

明細項目に振られた番号。行追加をすると、自動的に振られます。（※ 書き換え不可）

表示順序

【保守画面】〈明細データ〉タブでの明細名の並びや、【見積作成画面】プルダウン内の表示順序を設定をします。

工事

セルをダブルクリックしてプルダウンから必要な工事名を選択します。

プルダウン内の工事名は〈工事データ〉タブで設定されています。

工事 CD

選択した「工事」の工事番号が自動的に入ります。

「工事 Code」は〈工事データ〉タブで設定されています。

明細名、仕様 / 摘要、備考 1、備考 2

見積書や発注書に表記する内容を記入します。

業種

セルをダブルクリックしてプルダウンから必要な業種名を選択します。

発注書を作成する際に、発注業者を指示するために、一旦ここで設定している「業種」ごとに工事明細を振

り分けます。プルダウン内の業種名は〈業種データ〉タブで設定されています。

各項目の詳細

明細項目は、1 行で 1 セット
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業種 CD

選択した「業種」の業種番号が自動的に入ります。「業種 Code」は〈業種データ〉タブで設定されています。

単位

セルをダブルクリックしてプルダウンから見積書に表記する単位を選択します。

プルダウン内の単位名は〈単位データ〉タブで設定されています。

単価

見積単価（＝お客様出し単価）を入力してください。

原価

原価（＝発注単価）を入力してください。

最低見積

金額を設定しておくことで、単価×金額が設定金額に満たない場合でも、この最低金額を表示します。

最低実行

「最低見積」と同様に、発注金額にも設定できます。

材、工 （・・・右図参照）

工事明細ごとに「材料費」としてみるか

「工事費」としてみるかをそれぞれ選択できます。

【見積作成画面】〈集計〉タブ内の「材 - 経費」と

「工 - 経費」にそれぞれ数値 (％ ) を入力し、

経費として見積金額に反映することが可能です。

WIH 引当 -No

設定不要。WIIH 引当のナンバーです。

WIH 引当式

ウォークインホーム・プラスの積算数量を関連付ける時に記入します。

計算式を組んで面積 (m²) を坪換算したり、長さ (m) を本数に換算したりできます。

積算根拠

「WIH 引当式」の根拠を入力したり、積算の際のヒントなどをメモしておき、

【見積作成画面】に表示することができます。このコメントは見積書には出力されません。

6-3

＜カンタン見積計画〈集計〉タブ＞
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6-3

明細項目は横１列で１項目のセットになります。

　  明細名の変更

変更したい明細名をダブルクリックして

直接入力します。

※ Code「0」の行には記入しないでください。

　  明細名の追加

「行追加」から行います。

※一番最後の行に空白行が追加されます。

　  明細名の削除

削除したい明細名を選択して「行削除」を

クリックします。

※複数行を削除したい場合は、ドラッグや

　「Shift」「Ctrl」を押しながら明細項目をクリック

　すると、まとめて選択できます。

各項目の表示順序

作業効率を上げるため、項目の並び替えも可能です。各項目は左ドラッグで入れ替えすることができ、

列については、項目をクリックすると昇順や降順で並び替えができます。

基本操作

1

2 3

   POINT

左ドラッグで並び替え可能

明細名をここに移動したい場合

▼ 項目をクリック昇順

降順

1

2

3
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ウォークインホーム・プラスから数量を連動させるには、ウォークインホーム・プラスの積算数量確認

『No.( 番号 )』を「WIH 引当式」に入力する必要があります。

【保守画面】でも「WIH 引当式」を数式で

変更・確認することができます。

変更したい WIH 引当式のセルをクリックし、

上部メニューの「数式編集」をクリックすると

「数式編集ウィンドウ」が表示されます。

　※ WIH 引当式の数式例

　※【見積作成画面】での数式編集ツール操作

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

6-3

ウォークインホーム ・ プラスとの数量連動について （「WIH 引当式」 の設定）

詳細は 62 ページへ

＜ウォークインホーム「積算数量確認」画面＞

＜見積作成画面＞

   POINT

詳細は 19 ページへ
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6-4 単位の設定〈単位データ〉

見積書を作成する際に使用する「単位」を設定します。

上部メニュー〈単位データ〉を開くと、単位の一覧が表示されます。

Code

単位項目に振られた番号。行追加をすると、自動的に振られます。（書き換え不可）

表示順位

【保守画面】〈単位データ〉タブで単位名の並びや、【見積作成画面】プルダウン内の表示順序を設定をします。

単位名

ダブルクリックで編集ができます。単位名を登録します。

単位コード

「Code」とは異なります。基幹システムと連動する場合は、自社の単位コードをここに入力します。

数字で入力してください。アルファベット、日本語は不可。

このコードを設定する際のルールは特にありません。

　  単位名の変更

変更したい「単位名」でダブルクリックして直接入力します。

※ Code「0」の行には記入しないでください。

　  単位名の追加

「行追加」から行います。

※一番最後の行に空白行が追加されます。

　  単位名の削除

削除したい単位名を選択して「行削除」をクリックします。

※複数行を削除したい場合は、ドラッグや「Shift」「Ctrl」を

　押しながら明細項目をクリックすると、まとめて選択できます。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

各項目の詳細

基本操作

1

2 3
1

2

3
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6-5 業種名の設定〈業種データ〉

発注書を作成する際に、見積書の明細を業種別に一旦振り分けてから、「業種」ごとに発注業者を設定して

いきます。この業種名は「明細項目」の中の「業種」にあたります。

上部メニュー〈業種データ〉を開くと、業種名の一覧が表示されます。

Code

業種項目に振られた番号。行追加をすると、自動的に振られます。（書き換え不可）

表示順序

【保守画面】〈業種データ〉タブでの業種名の並びや、【見積作成画面】プルダウン内の表示順序を設定をします。

業種名

ダブルクリックで編集ができます。

Code は入れ替えず、基本的に同じ内容の業種名称を変更する程度の編集にします。

業種コード

「Code」とは異なります。基幹システムと連動する場合は、自社の業種コードをここに入力します。

数字で入力してください。アルファベット、日本語は不可。

このコードを設定する際のルールは特にありません。

各項目の詳細
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　  業種名の変更

変更したい業種名をダブルクリックして直接入力します。

※ Code「0」の行には記入しないでください。

　  業種名の追加

「行追加」から行います。

※一番最後の行に空白行が追加されます。

　  業種名の削除

削除したい業種名を選択して「行削除」をクリックします。

※複数行を削除したい場合は、ドラッグや「Shift」「Ctrl」を

　押しながら明細項目をクリックすると、まとめて選択できます。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

基本操作

6-5

1

2 31

2

3
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6-6 発注先業者の設定〈発注先〉

発注先業者名を登録しておくことで、作成した見積書から、各発注先への発注書を効率的に作成することが

できます。

上部メニュー〈発注先〉を開くと、発注先名の一覧が表示されます。

Code

発注先項目に振られた番号。行追加をすると、自動的に振られます。（※ 書き換え不可）

業種

「業種」に対して、想定される発注先名をすべて登録します。

発注順位

【保守画面】〈発注先〉タブで業種ごとの発注先名の並びや、【見積作成画面】プルダウン内の表示順序を

設定をします。

発注先名

ダブルクリックで編集ができます。発注先名（＝業者名）を登録します。

業者コード

「Code」とは異なります。基幹システムと連動する場合は、自社の業者コードをここに入力します。

数字で入力してください。アルファベット、日本語は不可。

このコードを設定する際のルールは特にありません。

各項目の詳細
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6-6

発注先業者の設定を行うので、「DB オープン」→

「( グループフォルダ ).agf」→「. ＿ Master」→

「発注先リスト .mdb」を開きます。

※【物件管理画面】の「01 グループ」を

　支店や地域ごとなどで設定すると、それぞれに

　発注先リストを設定することができます。

　  発注先名の変更

変更したい発注先名をダブルクリックして直接入力します。

※ Code「0」の行には記入しないでください。

　  発注先名の追加

「行追加」から行います。

※一番最後の行に空白行が作成されます。

　  発注先名の削除

削除したい発注先名を選択して「行削除」をクリックします。

※複数行を削除したい場合は、ドラッグや「Shift」「Ctrl」を

　押しながら明細項目をクリックすると、まとめて選択でき

　ます。

いくつかの業種をまとめて１つの業者に発注する場合は、

それぞれの業種に「発注先名」とその「業種コード」を

登録します。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、

右上の「×」で閉じます。

基本操作

1

2 3

   POINT

1

2

3
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6-7 テンプレートについて

明細を最小の単位としたとき、それらの集合体を『テンプレート』と言います。テンプレートは明細や工事

によって中身が異なってきます。【保守画面】ではこの「テンプレート」の追加・編集・削除などのすべての

編集を行うことができます。【見積作成画面】からも見積書を作成しながら追加をすることも可能ですが、

変更・削除についてはこちらから行います。

上部メニュー〈テンプレートデータ〉を開くと、テンプレート名の一覧が表示されます。

※テンプレートの新規作成は【見積作成画面】でも可能です。

　  上段「新規テンプレート」をクリックして、

テンプレート名一覧に行を追加します。

　  追加した行でダブルクリック、または「明細表示」で

下段のテンプレート詳細編集画面を表示します。

　  作成するテンプレートの工事タイプを選択してから

上記同様の手順で、名称変更と明細項目の追加を

行ってください。

　 「閉じる」で終了します。

テンプレートの新規作成

1

2

3

4

行を追加

ダブルクリック

任意で編集

1

2

3

4
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6-7

上記同様の手順で、下段にテンプレートの詳細編集画面を表示します。基本の操作は下記ボタンで行います。

　  明細項目の追加

「明細行追加」をクリックすると

「明細選択」ウィンドウが開きます。

【見積作成画面】と同様に、「工事」から順に

プルダウンで項目を選択して、「OK」を

クリックすると、一番下に明細が追加されます。

　  明細項目の並び順の変更、削除

移動したい明細項目を選択した状態で

「行 UP」「行 DOWN」をクリックします。

不要な明細は「行削除」で削除します。

　  子テンプレートの追加

テンプレートの中に、明細項目を１つずつ挿入

するのではなく、他テンプレートから一括で

挿入する際にこのボタンから選択します。

上段のテンプレート名一覧で、

名称変更したいテンプレート名を　  ダブルクリック、

または左上「明細表示」で選択します。

下段にテンプレートの詳細編集画面が表示されるので

　  大・中・小分類名やテンプレート名を変更して、

　 「閉じる」をクリックします。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

テンプレートの編集

1 23

1

2

3

ダブルクリック

任意で変更

テンプレート名の変更

1

2

3

1

2

3
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6-8 グレードについて

ウォークインホーム・プラスからデータを取り込む際には「標準仕様」や「高級仕様」、「シリーズ」などの

『グレード』を設定します。

このグレードは、工事別・部屋別テンプレート、建具品名引当の組み合わせを 1 つのグループとして設定し

ます。各テンプレートを複数のタイプで作成し、組み合わせを変えることでいろいろなグレードを設定する

ことができます。
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6-8

例：外装工事のテンプレートを初期設定の窯業系 14㎜タイプから ALC 35㎜タイプに変更

上部メニュー〈グレード〉を開きます。

　  プルダウンから変更するグレードを選択すると、登録済のテンプレート名称が一覧で表示されます。

　 「外構工事」の項目の上でダブルクリックすると、

　テンプレート選択ウィンドウが開きます。

　  大分類→中分類→小分類→テンプレート名称、

　の順にテンプレートを選択します。

　（今回は「ALC パネル 35㎜」を選択します。）

　  テンプレートにセットされた明細項目が表示されます。

　「OK」をクリックすると、次回から「標準 ( 工事別 )」

　で ALC35㎜タイプが選択されるようになります。

※ここでも、テンプレートの編集ができます。

明細項目を編集したい場合は、「編集の許可」に

チェックを入れると編集可能になります。

登録済のグレードのテンプレートを変更

テンプレートを変更する際に、 明細項目を追加 ・ 変更する

ダブルクリック

1

2

3

4

1

2

3

4
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6-8

　　

　「明細の追加」の利用方法

　「明細の追加」をクリックすると、

　右の明細項目の選択ウィンドウが開きます。

　上部「明細の選択」から登録済の明細を選択して

　「OK」でテンプレートに追加します。

　もし、登録済の明細に必要な項目がない場合

　ここで追加登録することができます。

　　 「明細の修正」をクリックします。

　  　明細項目が編集できるようになるので、明細・

　　仕様等を入力します。

　　※ここでは登録済みの明細項目を変更する程度の

　　　 登録になります。

　　 「明細の追加登録」をクリックすると、

　　新しい明細コードで追加登録されます。

今回は新しいグレード名を登録して、すでに登録済の「標準 ( 工事別 )」グレードの内容をコピーして

必要な箇所のみ部分的に変更していきます。

　 「新規グレード」をクリックすると、

　右のウィンドウが表示されます。

　グレード名を入力して「OK」をクリックします。

　 「グレード」選択のプルダウンに

　名称が追加されます。

新しいグレードを登録する

任意の名称を入力

1

2

3

1

2

補足

1

2

3

1

2
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　 「コピー」をクリックすると、

　右のウィンドウが表示されます。

　「コピー元グレード」「コピー先グレード」を

　選択したら、コピーしたい項目にチェックをして

　「OK」をクリックします。

　 「標準 ( 工事別 )」グレードの内容が全て

　コピーされたので、工事テンプレート、

　建具詳細などの必要な変更を行います。

　変更したい工事、建具品名を

　ダブルクリックして変更してください。

　  変更したいグレードを選択した状態で

　「名称変更」　をクリックします。

　 「変更後グレード名」を入力して

　「OK」をクリックします。

6-8

既に登録したグレード名を名称変更

ダブルクリック

任意の名称を入力

3

4

1

2

3

4

1

2
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6-9 部屋引当

リフォーム工事の際に、部屋ごとでテンプレートデータを紐づけていきます。

※【物件管理画面】より、《リフォーム》モードになっていないと〈部屋引当〉タブは表示されません。

上部メニュー〈部屋引当〉を開くと、部屋別の一覧が表示されます。

1 部屋の上でダブルクリック、または

　上部メニュー「引当設定」をクリックすると、

　テンプレート選択ウィンドウが開きます。

2 大分類→中分類→小分類→テンプレート名称

　の順にテンプレートを選択します。

3 テンプレートにセットされた明細項目が

　表示されるので、「ＯＫ」をクリックします。

明細項目を編集したい場合は、「編集の許可」に

チェックを入れると編集可能になります。

基本操作

テンプレートを変更する際に、 明細項目を追加 ・ 変更する

ダブルクリック1

2

3
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6-10 建具マトリクス

ウォークインホーム・プラスで入力した建具の連動設定を行います。

《新築》モードでは、「建具引当」方式と「建具マトリクス + 建具品名 + デフォルト建具品名」方式のどちら
かを選択します。この「建具マトリクス」では建具形状、建具の幅・高さの条件から引き当ての設定をします。

その際にサッシのカタログなどでよく見る『マトリクス表』を用いて拾い出しを行い、マトリクス表から明

細項目を自動作成します。

上部メニュー〈建具マトリクス〉を開きます。

左上「メーカー」「商品」「建具形状」をプルダウンから選択し「切り替え」をクリックすると、現在設定さ

れているマトリクス表が開きます。

上記のように、マトリクスを設定しておくことで建具形状、建具の幅・高さから明細項目を作成し、

金額を選択します。「建具マトリクス」設定は、付属のエクセルデータで作成して取り込むことができます。

付属品を設定したものが拾われた場合、「呼称」の次に表記され、サッシ＋付属品の金額が表示します。

また、雨戸に関しては、ウォークインホーム・プラスでシャッターが入力された際に拾い出します。

マトリクス表と見積書の明細項目の表記

メーカー 建具形状商品

   POINT
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6-10

「建具マトリクス」の作成はエクセルを利用して行います。（※保守画面で直接作成も可能です）

「C ドライブ」→「カンタン見積計画」→「Master」

→「建具マトリクス設定エクセル」から

『建具マトリクス設定用 ( ｴﾋﾟｿｰﾄﾞ ).xls』を開きます。

1 「基本設定」シートを開きます。

ここでは見積書を作成したときに【仕様 / 摘要】欄

になる「メーカー名」と「商品名」を記入します。

　※網掛けをした部分は入力しないでください。

2 設定する建具形状のシートを開きます。

3 「呼称」欄に、W,H それぞれの呼称を入力します。

4 各呼称で拾い出す建具サイズの範囲を指定します。

5 サッシやその付属品の金額を入力します。

　※内部建具（木製建具）も同様に設定します。

　仕様欄に記入する内容をメーカー・商品・呼称欄

　を使って記入します。

6 【保守画面】「建具マトリクス」画面上部メニュー

　より、　「取り込み」をクリックします。

7 エクセルファイルを選択します。

8 取り込む「工事」「業種」「単位」「掛け率」を

　設定し、「OK」をクリックします。

「完了しました」が表示されれば完了です。

編集がおわったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

取り込み方法

任意で設定

1

2

3

4

5

7

8

4

6
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ウォークインホーム・プラス側であらかじめ建具に「品名」を登録すると、カンタン見積計画側で

ダイレクトに明細項目を引き当てることができます。

例：同じ種類・形状でも、「トイレドア」と「リビングドア」で金額を拾い分けたい等

1 建具をクリックし、

　プロパティ画面の「製品情報」タブを開きます。

　「品名」に名称を入力し、「更新」をクリックします。

積算情報を出力します。
2 「ツール」→ 3 「積算数量確認」→
4 「ファイルに出力」→「OK」

 

ウォークインホーム・プラスの赤い基本辞書

『カンタン見積計画』タブの建具には、

あらかじめ「製品情報」に「品名」が設定されています。

※「見積用」タブは『カンタン見積計画』

　インストールの際に追加されます。

　また、「品名」の追加設定はユーザー様でも

　簡単に行うことができます。

6-11 建具品名

ステップ１ ： ウォークインホーム ・ プラスでの登録

   POINT
3

2

4

1
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6-11

【保守画面】上部メニュー〈建具品名〉を開くと、建具品名の一覧が表示されます。

3 上部メニューの「建具詳細 .csv」をクリックし、

ファイル名が「建具詳細 .csv」となっていることを

確認して 4 「開く」をクリックします。

　ウォークインホーム・プラスで

　新規登録した「品名」が追加されます。

 

「基本辞書」の「見積用」で設定されている品名は

登録されていますが、追加登録した際には

「行追加」から品名登録をしてください。

追加された名称を引き当てられるように、テンプレートの設定をします。

5 上部メニュー〈グレード〉を開き、取り込む「グレード」を選択し「建具」を開きます。

ステップ２ ： カンタン見積計画での登録

ステップ３ ： グレードへの関連付け

   POINT

3

5

4
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6 「品名」欄に追加されているので 

ダブルクリックし、「テンプレート選択」画面を

出します。

7 「工事」→「外部建具工事」を選択し、

「空のテンプレート作成」をクリックします。

8 「大分類」「中分類」「小分類」「テンプレート名」

を設定します。

9 「編集の許可」にチェックを入れ、

「明細の追加」をクリックします。

10 「明細の修正」をクリックし、

「明細」「仕様 / 適用」「数量」「単位」「業種」

「見積単価」「発注単価」を入力し、

「明細の追加登録」→「OK」

11 「テンプレート内容」に表示されるので、

　「OK」で閉じます。

これで設定は完了です。

6-11

9

ダブルクリック6

7

8

10

11
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ウォークインホーム・プラスで入力した建具の連動設定を行います。

「建具引当」では 建具形状、建具の幅・高さの条件からテンプレートを連動させます。

ウォークインホーム・プラスから建具の数量を拾う際に、《新築》モードか《リフォーム》モードかで

建具拾い方式の設定は異なりますが、《リフォーム》モードではこの「建具引当」方式のみを使用します。

ウォークインホーム・プラスの機能『リフォーム指示』の「改築」「増築」指示によって引き当てるテンプレー

トを設定できます。

上部メニュー〈建具引当〉を開きます。

建具の「形状」と「W・H 範囲」などが登録されているので、その条件にあった際に引き当てるテンプレー

トを設定します。

上記の表で建具拾いの条件を設定します。

形状

ウォークインホーム・プラスの建具形状を入力します。

※組み合わせ建具の場合は

　「組合わせ建具（組合わせ建具名称）」と入力します。

W 以上・W 未満・H 以上・H 未満

建具を拾い分けるサイズの範囲を入力します。

　※コーナー FIX の W サイズに関しては、

　　W が長い方の寸法を条件として設定できます。

6-12 建具引当

条件設定

〇

×

＜ウォークインホーム画面＞
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面格子、内障子、窓手摺、雨戸

ウォークインホーム・プラスで入力があった場合に拾い分けるよう、下記数値より設定します。

　　　面格子種別　縦 　1　横　　2

                                　  ｸﾛｽ　3　格子　4

　　　内障子　　　有　1

　　　窓手摺　　　有　1

　　　雨戸種別　　戸袋　　1　片折れ　2

                                      両折れ　3　ｼｬｯﾀｰ　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※入力なしの場合は「99」を入力してください。

　　　　　　　　　

増築用、改築用それぞれにテンプレートを設定します。

ウォークインホーム・プラスでリフォーム指示しない

場合は、増築テンプレートが引き当てられます。

テンプレートと紐づけるため、１つのシンボルに対して

複数の明細項目を連動することができます。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、

右上の「×」で閉じます。

　

　ウォークインホーム・プラスで入力した建具プロパティの

　「配置」の設定により、出力される幅が変わります。

　■「配置」が「入力点」の場合

　　建具を入力した際の入力点をそのままの幅として出力します。

　　１グリッドで入力した場合は 910 で出力します。

　■「配置」が「入力点」以外の場合

　　開口幅が数値を入力するので、その数値をそのまま出力します。

　　同じ 1 グリッドでも 750 で出力します。

6-12

任意でテンプレートを編集

「引当設定」をクリック

   POINT

補足
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6-13 デフォルト建具品名

「建具品名」「建具マトリクス」で拾い漏れた建具を最終的に拾う項目を設定します。

上部メニュー〈デフォルト建具引当〉を開きます。建具形状が一覧で表示されます。

　建具形状の項目をダブルクリックすると、右のウィンドウ

　が表示されますので、工事、大分類、中分類、小分類、

　テンプレート名を選択します。

　「編集の許可」にチェックし、「明細の追加」をクリック

　すると、右のウィンドウが表示されます。

　必要な項目がない場合は、下部「明細の修正」をクリック

　して「明細内容」欄で明細・仕様などを入力します。

　「明細の追加登録」をクリックすると、新しい明細コード

　で追加登録されます。

　「OK」で建具形状にセットされ、最終的に拾いだす明細

　として登録されます。

　通常、拾い出された建具は〈部屋別〉タブでは、建具が取りつく各部屋タブ内に挿入されますが、

　階段室の２階に入力したサッシは「物件 ‐ 部屋以外」に挿入されます。

　組み合わせ建具など、自由に名称設定できる建具は、その名称を「建具引当」や「建具品名 + 建具マ

　トリクス + デフォルト建具設定」で設定しておかなければ拾われません。

　拾われなかった建具は、建具名称のみ「仕様 / 摘要」欄に表記します。

設定方法

ダブルクリック

1

2

3 4

5

1

2

3

4

5

補足
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ウォークインホーム・プラスで入力した「設備シンボル」を連動するための設定をします。

『設備シンボル』とは、ウォークインホーム・プラスの

「プロフェッショナル版」で入力するコンセントや

スイッチ、換気扇や給排水記号のことを指します。

ウォークインホーム・プラスで入力した「設備シン

ボル」のファイル名とカンタン見積計画の「設備シ

ンボル引当」のシンボル名はリンクしています。

上部メニュー〈設備シンボル引当〉を開くと、設備シンボルの一覧が表示されます。

　  あらかじめシンボル名が登録されているので、

その設備シンボルと連動するテンプレートを

ダブルクリックで選択します。

　 「シンボル名」を選択した状態で、

「大分類」→「中分類」→「小分類」→「名称」

の順に連動するテンプレートを選択します。

テンプレートと紐づけるため、１つのシンボルに

対して複数の明細項目を連動することができます。

（例：コンセント本体と、取付費など）

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

6-14 設備シンボル引当

＜ウォ―クインホーム画面＞

   POINT

ダブルクリック

   POINT

1

1

2

2



93

また、ウォークインホーム・プラスで自社仕様として登録した設備シンボルを一括で〈設備シンボル引当〉

へ取り込むことができます。

ウォークインホーム・プラスより、
1 設備シンボルを入力します。

1 「ツール」→
1 「積算確認一括出力」をクリックします。

6-14

＜ウォ―クインホーム画面＞

＜ウォ―クインホーム画面＞

シンボル名をカンタン見積へ取り込み

2

3

1

2

3
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カンタン見積計画より、〈設備シンボル引当〉で　
4 上部メニュー「+ 設備シンボル .csv」をクリックし
5 「設備シンボル .csv 」を選び、 6 「開く」を

クリックすると一括で取り込むことができます。

登録したシンボル名が追加されるので、
7 その設備シンボルと連動するテンプレートを

ダブルクリックで選択します。

「テンプレート選択」画面より、
8 任意の工事を選び、 9 「空のテンプレート作成」

をクリックします。

次に、 10 「大分類」→「中分類」→「小分類」の

順に連動するテンプレートを選択して
11 任意でテンプレート名を入力し、 12 「OK」を

クリックします。

6-14

＜カンタン見積画面＞

4

5

6

ダブルクリック

8

11

9

10

12

7
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   　「編集の許可」にチェックを入れ、
14 「明細の追加」をクリックします。

そして、 15 「明細の修正」をクリックし、
16 「明細」「仕様 / 適用」「数量」「単位」「業種」

「見積単価」「発注単価」を入力し、
17 「明細の追加登録」→ 18 「OK」をクリックします。

「テンプレート内容」に表示されるので、
19 「OK」で閉じます。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

13

13 14 15

16

17

18

19

6-14
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ウォークインホーム・プラスで入力した「3D シンボル」を連動します。

『3D シンボル』とは、ウォークインホーム・

プラスで入力したインテリアシンボル・エク

ステリアシンボル・照明器具などを指します。

上部メニュー〈３D 部材引当〉タブを開きます。
1 あらかじめシンボル名が登録されているので、

その設備シンボルと連動するテンプレートを選択します。

2 「シンボル名」を選択した状態で、

「大分類」→「中分類」→「小分類」→「名称」

の順に連動するテンプレートを選択します。

テンプレートと紐づけるため、１つのシンボル

に対して複数の明細項目を連動することが

できます。

（例：キッチン本体と、取付費など）

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

6-15 3D 部材引当

＜ウォ―クインホーム画面＞

基本操作

   POINT

1

2
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また、ウォークインホーム・プラスで自社仕様として登録した設備シンボルを一括で【保守画面】

〈設備シンボル引当〉へ流すことができます。

ウォークインホーム・プラスより、
1 3D シンボルを入力します。

　※ 設備シンボル引当のような品名等の

　入力は不要です。

2 「ツール」→　　「積算数量一括出力」を

クリックします。

カンタン見積計画より、〈３D 部材引当〉で
4 上部メニュー「+ 設備詳細 .csv」をクリックし
5 「設備詳細 .csv」を選び、 6 「開く」を

クリックすると一括で取り込むことができます。

6-15

＜ウォ―クインホーム画面＞

＜ウォ―クインホーム画面＞

シンボル名をカンタン見積へ取り込み

＜カンタン見積画面＞

1

2

3

3

4

5

6
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6-15

登録したシンボル名が追加されるので、
7 その設備シンボルと連動するテンプレートを

ダブルクリックで選択します。

「テンプレート選択」画面より、
8 任意の工事を選び、 9 「空のテンプレート作成」

をクリックします。

 次に、 10 「大分類」→「中分類」→「小分類」の

順に連動するテンプレートを選択して
11 任意でテンプレート名を入力し、 12 「OK」を

クリックします。

   　「編集の許可」にチェックを入れ、
14 「明細の追加」をクリックします。

15 「明細の修正」をクリックして
16 「明細」「仕様 / 適用」「数量」「単位」「業種」

「見積単価」「発注単価」を入力し、
17 「明細の追加登録」→ 18 「OK」をクリックします。

ダブルクリック

8

11

9

10

12

13

13 14 15

16

17

18

7
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「テンプレート内容」に表示されるので、
19 「OK」で閉じます。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

19

6-15
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6-16 経費率の初期設定

【見積作成画面】より〈集計〉タブの経費率の基本設定をします。

経費率は【見積作成画面】の〈集計〉タブでも変更できますが、【保守画面】でもデフォルトとして

登録することが可能です。

諸経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜保守画面＞

見積工事金額 × 経費率 

を見積金額（＝お客様へ提示する工事金額）

に加算します。

社内経費１、２

（見積工事金額 + 諸経費 - 値引き）× 経費率　　　　　　　　　　　　　

を実行金額（＝原価）に加算します。                                                                 ＜カンタン見積計画〈集計〉タブ＞

※予備費などを決まった経費率で

　加算する場合などに使用します。

社内経費３

「率 (％ )」は入力不要です。

基本的に【見積作成画面】の〈集計〉タブで

直接 金額を記入します。

※「諸経費」や「社内経費１、２」以外で

　経費を加算する必要がある場合に使用します。

編集が終わったら画面上部の「保存」を選択し、右上の「×」で閉じます。

各項目の詳細


